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要旨 

本研究の目的は、日本における手指衛生研究の現状を明らかにすることである。そのため、医中誌 Web掲載論文タイト

ルから CDCと WHOのガイドラインの影響の検証を試みた。「手指衛生」「手指消毒」「手洗い」「手指洗浄」「手袋」「手

荒れ」「ハンドケア」を検索ワードとした。検索期間は、CDCガイドライン発表後の 2003年～2009年を第 1期、WHO

ガイドライン発表後の 2010年～2016年を第 2期とした。看護分野の原著論文タイトルを検索し、テキストマイニング

にはフリーソフト「KH coder」を使用した。結果、総数は第 1期に比べ第 2期で減少していた。論文数は第 1 期を基準

にすると第 2 期では、「手指衛生」「手指洗浄」「手袋」が増加していた。「手指消毒」「手洗い」「手荒れ」「ハンドケア」

は減少していた。各期の頻出上位 10語のうち「手洗い」、「調査」、「看護師」、「看護」、「感染」、「消毒」、「手指」の 7

語が重複していた。各期の頻出語 1位の関連語も検討した。第 1期 1位の「手洗い」は、第 1期では実態調査と結びつ

いていた。第 2期では手洗いの質評価や方法、教育に関連した語と結びついていた。第 2期 1位の「看護」は、第 1

期・第 2期とも看護の基礎技術や基本を表現する語と関連していた。本研究では CDC、WHOガイドラインの影響を検

証した。その結果、「手洗い」から「手指衛生」へ研究の主題が明らかとなった。また、「手指衛生」が看護の基礎技術

として位置づけられていた。今後も WHOガイドラインの戦略を取り込みながら研究が行われていくことが推察され

た。 
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Ⅰ はじめに 

手 指 衛 生 は 医 療 施 設 に お け る 交 差 感 染 を 防

ぐ 基 本 的 な 行 為 で あ り 、 最 も 重 要 と さ れ て い

る 。 現 在 、 世 界 的 な 問 題 と な っ て い る 薬 剤 耐

性 菌 の 発 生 を 手 指 衛 生 で は 防 ぐ こ と が 出 来 な

い 。 し か し 、 適 切 な 手 指 衛 生 を 行 う こ と で 感

染 の 伝 播 を 防 ぐ こ と は 出 来 る 。 そ の 手 指 衛 生

が 医 療 関 連 感 染 分 野 で 、 ど の よ う に 研 究 さ れ

て い る か 検 証 し た い と 考 え た 。  

手 指 衛 生 の 医 療 機 関 で の 遵 守 率 は 、「 WHO 

Gu ide l i nes  on  Hand  Hy g iene  i n  Hea l th  Ca re」 1）

（ 以 下 WHO ガ イ ド ラ イ ン ） に よ る と 、 平 均

38 .7％ と 低 い 。 ま た 日 本 の 研 究 で は 、 医 療 従

事 者 の 手 指 衛 生 の 遵 守 率 が 約 1 9％ と 非 常 に

低 か っ た と い う 報 告 も あ る 2）。 日 本 の 医 療 従

事 者 の 職 種 で 看 護 師 は 病 院 1 00 床 当 た り

62 .33）（ 平 成 26 年 時 ） と 占 め る 割 合 が 多 い 。

そ の た め 、 患 者 や 利 用 者 へ の 直 接 的 な ケ ア を

行 う こ と も 多 い 。 看 護 師 の 手 指 衛 生 は 医 療 施

設 の 交 差 感 染 を 防 ぐ 重 要 な 技 術 で あ る 。 そ の

遵 守 の 向 上 ・ 維 持 は 患 者 安 全 の 組 織 づ く り に

不 可 欠 で あ る 。そ の 手 指 衛 生 に つ い て 2002 年

１ 
連絡先：敦賀市立看護大学看護学部 

池原弘展  

〒914-0814敦賀市木崎 78-2-1 
h-ikehara@tsuruga-nu.ac.jp 

研究報告



敦賀市立看護大学ジャーナル 第３号 

Journal of Tsuruga Nursing University vol.3 

に 米 国 疾 病 管 理 予 防 セ ン タ ー （ Cen te rs  f o r  

D i sease  Con t ro l  and  P reven t i on；以 下 CDC）か

ら 「 Gu ide l i ne  f o r  Hand  Hy g iene  i n  Hea l t h -Ca re  

Se t t i ngs」4）（ 以 下 CDC ガ イ ド ラ イ ン ）が 発 表

さ れ た 。医 療 施 設 に お け る 手 指 衛 生 は 、「 目 で

見 て 汚 染 し て い た ら 石 け ん と 流 水 手 洗 い 」「 目

で 見 て 汚 染 が 無 け れ ば 擦 式 ア ル コ ー ル 製 剤 で

消 毒 」 と い う 、 石 け ん と 流 水 に よ る 手 洗 い か

ら ア ル コ ー ル ベ ー ス の 手 指 消 毒 が 推 奨 さ れ る

こ と と な っ た 。 ま た 、 2009 年 に は WHO か ら

CDC ガ イ ド ラ イ ン 4） の 改 訂 版 と さ れ る WHO

ガ イ ド ラ イ ン 1）が 発 表 さ れ た 。CDC ガ イ ド ラ

イ ン 4）で の ア ル コ ー ル ベ ー ス の 手 指 消 毒 の 推

奨 か ら WHO ガ イ ド ラ イ ン 1） で は 「 目 で 見 て

汚 染 し て い た ら 石 け ん と 流 水 手 洗 い 」「 目 で 見

て 汚 染 が 無 け れ ば 擦 式 ア ル コ ー ル 製 剤 で 消 毒 」

の 徹 底 を 求 め る と い う 強 化 が 行 わ れ た 。 さ ら

に 、そ れ ま で の 1 処 置 1 手 指 衛 生 か ら 、「 患 者

ゾ ー ン 」「 医 療 エ リ ア 」「 Po in t  o f  ca re」の 概 念

を 含 め 手 指 衛 生 の 必 要 な 場 面 を 示 し た 「 手 指

衛 生 5 つ の 瞬 間 」 が 示 さ れ た 。 合 わ せ て 、 手

指 衛 生 の 順 守 を 組 織 的 に 改 善 し て い く た め の

5 つ の 戦 略 が 示 さ れ 今 日 に 至 っ て い る 。 こ れ

ら の ガ イ ド ラ イ ン が 手 指 衛 生 研 究 に 与 え た 影

響 は 大 き い 。CDC ガ イ ド ラ イ ン 4）を 引 用 し た

英 語 論 文 が 3215 編 5）、 WHO ガ イ ド ラ イ ン 1）

を 引 用 し た 英 語 論 文 は 1053 編 6） 発 表 さ れ て

い る 。 ま た 同 様 に 、 日 本 で も 日 本 環 境 感 染 学

会 学 術 集 会 な ど で 、 こ れ ら の ガ イ ド ラ イ ン に

基 づ い た 手 指 衛 生 の 研 究 成 果 の 発 表 が な さ れ

て い る と い う 現 状 が あ る 。 こ れ ら の ガ イ ド ラ

イ ン の 普 及 と ガ イ ド ラ イ ン に 基 づ く 研 究 の 成

果 は 、 今 日 の 医 療 施 設 に お け る 手 指 衛 生 環 境

を 形 成 し て き た と 考 え ら れ る 。 し か し 、 こ れ

ま で ガ イ ド ラ イ ン 発 表 前 後 に お け る 手 指 衛 生

研 究 の 動 向 の 変 化 は 検 証 さ れ て こ な か っ た 。

ま た 、 WHO ガ イ ド ラ イ ン 1） は ① 組 織 変 革 ②

ト レ ー ニ ン グ と 教 育 ③ 評 価 と フ ィ ー ド バ ッ ク

④ 作 業 現 場 と リ マ イ ン ダ ー ⑤ 組 織 患 者 安 全 風

土 の 改 善 と い う 手 指 衛 生 改 善 の 5 つ の 戦 略 が

核 と な っ て い る 。 そ し て 、 こ の 5 つ の 戦 略 に

沿 っ て 具 体 的 な 手 順 、 ツ ー ル が 提 供 さ れ て お

り 、臨 床 で の 有 用 性 は 高 い 。し か し 、WHO ガ

イ ド ラ イ ン 1）が 発 表 さ れ た の ち 、日 本 で は「 手

指 衛 生 5 つ の 瞬 間 」 が 強 調 さ れ る が あ ま り 、

5 つ の 戦 略 が お ざ な り に な っ て い る と も 言 わ

れ て い る 。 研 究 者 ら が 関 わ る 医 療 施 設 に お い

て も 、 手 指 衛 生 改 善 へ の 取 り 組 み と し て 「 手

指 衛 生 5 つ の 瞬 間 」 の ポ ス タ ー 掲 示 が な さ れ

て い る こ と は 多 い 。 し か し 、 手 指 衛 生 順 守 の

調 査 が ア ン ケ ー ト を 用 い た も の で あ る な ど 、

WHO ガ イ ド ラ イ ン 1） が 活 か さ れ て い る と は

言 え な い 状 況 も あ っ た 。 そ こ で 、 日 本 の 手 指

衛 生 研 究 が WHO の 戦 略 を 誤 解 し た ま ま 進 め

ら れ て い な い か 検 証 し た い と 考 え た 。さ ら に 、

手 指 衛 生 に お い て 大 き な イ ン パ ク ト を 与 え た

CDC ガ イ ド ラ イ ン の 影 響 も 併 せ て 検 証 し た

い と 考 え た 。 両 ガ イ ド ラ イ ン が 与 え た 影 響 を

明 ら か に す る こ と に よ り 、 現 在 の 手 指 衛 生 研

究 が 進 む 方 向 を 整 理 す る こ と が で き る と 考 え

た 。 そ の た め に 、 個 別 の 論 文 を 調 査 す る 形 で

は な く 、 発 表 さ れ て い る 論 文 を 全 体 と し て と

ら え 分 析 で き る テ キ ス ト マ イ ニ ン グ の 手 法 を

用 い る こ と が 最 適 と 考 え た 。  

 

Ⅱ 方法 

1 研 究 デ ザ イ ン  

手 指 衛 生 に 関 す る 論 文 タ イ ト ル を テ キ ス ト

マ イ ニ ン グ の 手 法 で 分 析 を 行 う 探 索 的 研 究 デ

ザ イ ン 。  

 

2 検 索 日 時 と 検 索 ワ ー ド  

2017年 6 月 7 日 に 医 中 誌 で 文 献 検 索 を 行 っ

た 。検 索 ワ ー ド は CDC と WHO ガ イ ド ラ イ ン

1 , 4）を 参 考 に「 手 指 衛 生 」「 手 指 消 毒 」「 手 洗 い 」

「 手 指 洗 浄 」「 手 袋 」「 手 荒 れ 」「 ハ ン ド ケ ア 」

と し た 。 検 索 ワ ー ド を 含 む タ イ ト ル と 抄 録 を

検 索 し 、 絞 り 込 み 条 件 は 、 論 文 種 類 を 「 原 著

論 文 」 と し 、 分 類 は 「 看 護 」 と し た 。  
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3 検 索 し た 論 文 の 振 り 分 け  

検 索 し た 論 文 の 期 間 は CDC ガ イ ド ラ イ ン 4）

が 発 表 さ れ た 1 年 後 の 2003年 か ら WHO ガ イ

ド ラ イ ン 1）が 発 表 さ れ た 2009 年 ま で（ 以 下 、

第 1 期 ） と 、 WHO ガ イ ド ラ イ ン 1） が 発 表 さ

れ た 1 年 後 の 2010年 か ら 第 1 期 の 調 査 期 間 7

年 間 と 合 わ せ 2016 年 ま で（ 以 下 、第 2 期 ）の

2 期 と し た 。 2 期 に 分 類 し た そ れ ぞ れ の 文 献

は 検 索 キ ー ワ ー ド ご と に 区 分 け し 、 重 複 し た

文 献 を 確 認 し 最 も 即 し た キ ー ワ ー ド へ 再 度 区

分 け し た 。  

 

4 分 析 方 法  

第 1 期 と 第 2 期 の 文 献 数 を 記 述 統 計 に よ り

単 純 比 較 し た 。 論 文 数 は 第 1 期 の 論 文 数 を 基

準 と し 、 第 2 期 の 論 文 数 は 実 数 を 示 し 、 増 減

の 比 較 に は 第 1 期 の 論 文 数 で 調 整 し た 値 を 用

い た 。 第 2 期 の 論 文 数 の 調 整 に 用 い た 計 算 式

は 、  

第 2 期 論 文 数 ×（ 第 1 期 論 文 数 /第 2 期 論 文

数 ）  

と し た 。  

ま た 、 各 2 期 に 分 類 し た 文 献 の 論 文 タ イ ト

ル を 検 索 ワ ー ド ご と に 集 計 し 増 減 を 比 較 し た 。

各 期 で 抽 出 さ れ た 語 は 、 テ キ ス ト マ イ ニ ン グ

の 手 法 で 形 態 素 解 析 を 行 い 、 頻 出 語 や 語 同 士

の 共 起 関 係 を 分 析 し た 。 テ キ ス ト マ イ ニ ン グ

に は フ リ ー ソ フ ト 「 KH Code r  Ve r.2 .00 f」（ 立

命 館 大 学  樋 口 耕 一 開 発 ） 7） を 用 い た 。「 KH 

code r  Ve r. 2 .00 f」は 伝 統 的 な 内 容 分 析 の 考 え 方

を 実 践 に 活 か す た め 、 社 会 調 査 で の 自 由 記 述

や イ ン タ ビ ュ ー 記 録 、 新 聞 記 事 な ど 様 々 な テ

キ ス ト 型 デ ー タ を 分 析 す る た め に 開 発 さ れ た

ソ フ ト で あ る 8 )。  

 

5 用 語 の 説 明  

 KH code rを 使 用 し た テ キ ス ト マ イ ニ ン グ で

結 果 に 示 さ れ る 用 語 、「 全 体 」「 共 起 」「 Jacca rd

係 数 」「 共 起 関 係 」「 共 起 語 」「 異 な り 語 」に つ

い て 以 下 に 示 す 。  

全 体：分 析 対 象 の フ ァ イ ル で そ の 語 が い く

つ の 文 章 に 出 現 し た の か と い う 度 数 と 、 文 章

中 に 出 現 す る 確 率 の こ と 。  

共 起：指 定 し た 語 が 出 現 す る 文 章 で 、そ の

語 が い く つ の 文 章 に 出 現 し た か と い う 度 数 と 、

文 章 中 に 出 現 す る 確 率 の こ と 。  

Jacca rd係 数 ： 同 じ 文 章 中 に 2 つ の 言 葉 が 同

時 に 出 現 す る と 共 起 関 係 が 強 い と み な す 指 標

の こ と 。 1 に 近 づ く ほ ど 関 連 が 強 い 。  

共 起 関 係：あ る 単 語 が 文 章 中 に 現 れ る 際 に

頻 繁 に 現 れ る 別 の 単 語 が あ る こ と を 示 す 。  

共 起 語：あ る 単 語 が 文 章 中 に 現 れ る 際 に 頻

繁 に 現 れ る 別 の 単 語 の こ と 。  

異 な り 語 数 ： テ キ ス ト の 中 で あ る 単 語 が 繰

り 返 し 使 用 さ れ て も 、 そ れ を 全 体 で 一 語 と し

て 数 え た そ の 数 。  

 

6 倫 理 的 配 慮  

敦 賀 市 立 看 護 大 学 研 究 倫 理 審 査 委 員 会 に 申

請 し 、 倫 理 審 査 非 該 当 と 判 定 さ れ た 。  

 

Ⅲ 結果 

1 各 期 の 論 文 数 と 検 索 ワ ー ド ご と の 論 文 数  

検 索 さ れ た 論 文 は 第 1 期 で は 446 本 （ 検 索

ワ ー ド そ れ ぞ れ の 内 訳：手 指 衛 生 39 本 、手 指

消 毒 46 本 、手 洗 い 233 本 、手 指 洗 浄 2 本 、手

袋 94 本 、手 荒 れ 26 本 、ハ ン ド ケ ア 6 本 ）、第

2 期 で は 381 本（ 検 索 ワ ー ド そ れ ぞ れ の 内 訳：

手 指 衛 生 108 本 、手 指 消 毒 34 本 、手 洗 い 135

本 、手 指 洗 浄 3 本 、手 袋 84 本 、手 荒 れ 14 本 、

ハ ン ド ケ ア 3 本 ） で あ っ た 。 論 文 数 は 第 1 期

に 比 べ 第 2 期 で 14 .6％ 減 少 し（ 図 1）、全 体 の

論 文 数 の 比 で 調 整 し た 検 索 ワ ー ド 別 の 第 1 期

に 対 す る 第 2 期 の 増 減 率 は 、手 指 衛 生 が 224％

増 加 し 、手 指 消 毒 が 13 .5％ 減 少 し 、手 洗 い が

32 .2％ 減 少 し 、 手 指 洗 浄 が 75 .5％ 増 加 し 、 手

袋 が 4 .6％ 増 加 し 、手 荒 れ が 37 .0％ 減 少 し 、ハ

ン ド ケ ア は 41 .5％ 減 少 し て い た（ 表 1、図 2）。  

３  
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2 抽 出 さ れ た 語 の テ キ ス ト マ イ ニ ン グ  

総 抽 出 語 数 は 、第 1 期 が 7 ,268 語 、第 2 期

が 2 ,099 語 で 、 異 な り 語 数 は 第 1 期 が 1 ,073

語 、第 2 期 が 67 3 語 だ っ た 。各 期 の 頻 出 上 位

50 語 を 表 3 に 示 す 。第 1 期 の 頻 出 上 位 5 0 語

中 の 第 10 位 ま で は 「 手 洗 い 」、「 検 討 」、「 調

査 」、「 効 果 」、「 看 護 師 」、「 看 護 」、「 感 染 」、

「 消 毒 」、「 実 態 」、「 手 指 」で 、第 2 期 の 頻 出  

 

上 位 5 0 語 中 の 第 1 0 位 ま で は 「 看 護 」、「 感  

染 」、「 消 毒 」、「 手 指 」、「 教 育 」、「 手 洗 い 」、

「 調 査 」、「 手 術 」、「 患 者 」、「 看 護 師 」だ っ た 。

第 1 0 位 ま で の 頻 出 語 で 、 第 1 期 ・ 第 2 期 共

に 抽 出 さ れ た 語 は「 手 洗 い 」、「 調 査 」、「 看 護

師 」、「 看 護 」、「 感 染 」、「 消 毒 」、「 手 指 」の 7

語 だ っ た 。さ ら に 、重 複 し て 抽 出 さ れ た 7 語

の う ち 第 1 期 で 頻 出 語 1 位 の 「 手 洗 い 」 と 、

図１　第１期と第２期の論文数の比較

第1期 第2期 増減率（％）

論文数（本） 446 381 -14.6

0

100

200

300

400

第1期

第2期

表１　検索ワードごとの論文数と増減率

検索ワード 第1期 第2期（実数） 第2期(調整後） 増減率（％）
手指衛生 39 108 126 224.0
手指消毒 46 34 40 -13.5
手洗い 233 135 158 -32.2
手指洗浄 2 3 4 75.5
手袋 94 84 98 4.6
手荒れ 26 14 16 -37.0
ハンドケア 6 3 4 -41.5

論文数（本）

　　　           図２　各期における検索ワードごとの論文数の増減
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第 2 期 で 頻 出 語 1 位 の「 看 護 」の 各 期 に お け

る 共 起 語 を 表 3 に 示 す 。  

 

 

 

 
 

表２　各期における頻出上位50語
第１期頻出上位５０語
抽出語 出現回数 順位 抽出語 出現回数 順位 抽出語 出現回数 順位 抽出語 出現回数 順位
手洗い 141 1 手指衛生 44 14 実習 32 27 ハンド 20 40
検討 91 2 手 42 15 現状 28 28 手術時手洗い 20 40
調査 91 2 意識 39 16 荒れる 28 28 状況 20 40
効果 90 4 教育 39 16 導入 28 28 水 19 43
看護師 79 5 対策 39 16 認識 28 28 指導 17 44
看護 74 6 患者 38 19 管理 27 32 洗う 17 44
感染 67 7 感染予防 37 20 向ける 26 33 変化 17 44
消毒 62 8 取り組み 36 21 病棟 25 34 用いる 17 44
実態 57 9 比較 36 21 技術 24 35 演習 16 48
手指 57 9 細菌 35 23 使用 24 35 アルコール 15 49
手術 49 11 手袋 35 23 防止 24 35 汚染 15 49
ケア 46 12 評価 35 23 看護学生 21 38
行動 46 12 方法 35 23 着用 21 38
第２期頻出上位５０語
抽出語 出現回数 順位 抽出語 出現回数 順位 抽出語 出現回数 順位 抽出語 出現回数 順位
看護 57 1 ケア 17 14 細菌 12 27 病院 9 37
感染 32 2 実習 17 14 指導 12 27 吸引 8 41
消毒 29 3 手袋 17 14 式 11 29 個人 8 41
手指 26 4 病棟 17 14 職員 11 29 自己 8 41
教育 24 5 行動 16 18 評価 11 29 透析 8 41
手洗い 24 5 対策 16 18 感染予防 10 32 曝露 8 41
調査 22 7 方法 16 18 基礎 10 32 防止 8 41
手術 19 8 管理 15 21 血液 10 32 予防 8 41
患者 18 9 効果 15 21 向上 10 32 アルコール 7 48
看護師 18 9 使用 15 21 実施 10 32 インフルエンザ 7 48
技術 18 9 精神 14 24 プログラム 9 37 介護 7 48
手指衛生 18 9 医療 13 25 意識 9 37
状況 18 9 遵守 13 25 交換 9 37
*網掛は、各期の頻出上位10語で共通して抽出された語

表３　各期における「手洗い」と「看護」の共起語

手洗い
順位 抽出語 全体 共起 Ｊａｃｃａｒｄ 抽出語 全体 共起 Ｊａｃｃａｒｄ

1 効果  86 (0.193)  36 (0.298) 0.2105 方法  16 (0.022)  3 (0.125) 0.0811
2 調査  88 (0.198)  30 (0.248) 0.1676 時間  6 (0.008)  2 (0.083) 0.0714
3 看護師  77 (0.173)  24 (0.198) 0.1379 指導  12 (0.016)  2 (0.083) 0.0588
4 行動  44 (0.099)  20 (0.165) 0.1379 チェッカー  1 (0.001)  1 (0.042) 0.0417
5 検討  91 (0.204)  25 (0.207) 0.1337 石鹸  1 (0.001)  1 (0.042) 0.0417
6 方法  34 (0.076)  18 (0.149) 0.1314 教室  1 (0.001)  1 (0.042) 0.0417
7 意識  39 (0.088)  18 (0.149) 0.1268 変更  1 (0.001)  1 (0.042) 0.0417
8 比較  34 (0.076)  16 (0.132) 0.1151 流水  1 (0.001)  1 (0.042) 0.0417
9 実態  57 (0.128)  18 (0.149) 0.1125 促進  1 (0.001)  1 (0.042) 0.0417

10 手術  40 (0.090)  15 (0.124) 0.1027 システム  1 (0.001)  1 (0.042) 0.0417

看護
順位 抽出語 全体 共起 Ｊａｃｃａｒｄ 抽出語 全体 共起 Ｊａｃｃａｒｄ

1 技術  19 (0.043)  17 (0.274) 0.2656 基礎  10 (0.014)  9 (0.158) 0.1552
2 実習  26 (0.058)  15 (0.242) 0.2055 技術  18 (0.024)  9 (0.158) 0.1364
3 教育  36 (0.081)  16 (0.258) 0.1951 実習  17 (0.023)  8 (0.140) 0.1212
4 基礎  12 (0.027)  12 (0.194) 0.1935 訪問  5 (0.007)  4 (0.070) 0.069
5 感染予防  34 (0.076)  11 (0.177) 0.1294 職員  11 (0.015)  4 (0.070) 0.0625
6 調査  88 (0.198)  15 (0.242) 0.1111 ケア  17 (0.023)  4 (0.070) 0.0571
7 実態  57 (0.128)  11 (0.177) 0.1019 大学  3 (0.004)  3 (0.053) 0.0526
8 演習  14 (0.031)  7 (0.113) 0.1014 教育  24 (0.033)  4 (0.070) 0.0519
9 状況  19 (0.043)  7 (0.113) 0.0946 実践  5 (0.007)  3 (0.053) 0.0508

10 評価  35 (0.079)  8 (0.129) 0.0899 基本  2 (0.003)  2 (0.035) 0.0351
全体：分析対象のファイルでその語がいくつの文章に出現したのかという度数と、文章中に出現する確率

共起：指定した語が出現する文章で、その語がいくつの文章に出現したかという度数と、文章中に出現する確率

Jaccard係数：同じ文章中に2つの言葉が同時に出現すると共起関係が強いとみなす。１に近づくほど関連が強いとみなす指標。

第1期

第1期 第2期

第2期
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「 手 洗 い 」は 第 1 期 で は「 効 果 」、「 調 査 」、「 看

護 師 」、「 行 動 」、「 検 討 」、「 方 法 」、「 意 識 」、「 比

較 」、「 実 態 」、「 手 術 」 と 共 起 関 係 に あ り 、 第

2 期 で は 「 方 法 」、「 時 間 」、「 指 導 」、「 流 水 」、

「 促 進 」、「 シ ス テ ム 」、「 チ ェ ッ カ ー 」、「 石 鹸 」、

「 教 室 」、「 変 更 」 と 共 起 関 係 に あ っ た 。  

「 看 護 」 は 第 1 期 で は 「 技 術 」、「 実 習 」、「 教

育 」、「 基 礎 」、「 感 染 予 防 」、「 調 査 」、「 実 態 」、

「 演 習 」、「 状 況 」、「 評 価 」と 共 起 関 係 に あ り 、

第 2 期 で は「 基 礎 」、「 技 術 」、「 実 習 」、「 訪 問 」、

「 職 員 」、「 ケ ア 」、「 大 学 」、「 教 育 」、「 実 践 」、

「 基 本 」 と 共 起 関 係 に あ っ た 。 共 起 関 係 の 強

さ を 示 す Ja cca rd係 数 は 第 1 期 に 比 べ 第 2 期

で は 各 品 詞 の 出 現 度 数 、 出 現 確 率 の 減 少 の 影

響 を 受 け 小 さ く な っ て い た 。  

 

Ⅳ 考察  

本 研 究 は C DC お よ び WHO ガ イ ド ラ イ ン 1、

4）の 発 表 論 文 へ の 影 響 を 検 証 し た 。以 下 に 手

指 衛 生 研 究 の 現 状 に つ い て 、 結 果 を 基 に し た

考 察 を 述 べ る 。  

 

1 各 期 の 論 文 数 と 検 索 ワ ー ド ご と の 論 文 数  

図 1 で 示 す 通 り 、第 1 期 に 比 べ 第 2 期 の 論

文 数 は 減 少 し て い た 。表 1、図 2 の 結 果 か ら 、

第 2 期 は 総 数 と し て 減 少 を 認 め た が 、 減 少 率

で 調 整 し た 場 合 の 検 索 ワ ー ド 別 で 見 る と 、 手

指 衛 生 、 手 指 洗 浄 、 手 袋 で は 増 加 を 認 め た 。

さ ら に 、 手 指 衛 生 は 調 整 し な い 場 合 で も 大 幅

な 増 加 を 認 め た 。こ れ は 、CDC ガ イ ド ラ イ ン

4）で 手 指 衛 生 の 推 奨 が 石 け ん と 流 水 を も ち い

た 手 洗 い か ら ア ル コ ー ル ベ ー ス の 手 指 洗 浄 へ

変 わ り 、「 手 洗 い 」か ら「 手 指 衛 生 」へ 研 究 の

主 題 が 変 化 し た た め と 考 え ら れ た 。そ の た め 、

「 手 洗 い 」 は 第 1 期 か ら 第 2 期 で は 減 少 し た

と 考 え ら れ る 。そ し て 、CDC ガ イ ド ラ イ ン 4）

の 推 奨 の 変 化 と と も に 、 手 洗 い や 手 指 洗 浄 を

含 め た 手 指 衛 生 と い う 用 語 が 浸 透 し た こ と を

推 察 さ せ た 。 手 指 衛 生 に 関 す る 用 語 の 定 義 に

つ い て は C DC ガ イ ド ラ イ ン 4） と WHO ガ イ

ド ラ イ ン 1）で は 大 き な 違 い は な い 。そ の た め 、

CDC ガ イ ド ラ イ ン 4） に 端 を 発 し 、 WHO ガ イ

ド ラ イ ン 1）が 後 押 し す る 形 で 用 語 が 浸 透 し た

と も 考 え ら れ る 。ま た 、「 手 荒 れ 」と「 ハ ン ド  

ケ ア 」の 第 2 期 に お け る 減 少 は 、WHO ガ イ ド

ラ イ ン 1）の ス キ ン ケ ア へ の 勧 告 に よ る も の と  

も 考 え た 。そ れ は 、「 擦 式 ア ル コ ー ル 製 剤 が 医

療 施 設 で の 衛 生 学 的 手 指 消 毒 に 利 用 可 能 で あ

る 時 、消 毒 ス ク ラ ブ 剤 の 使 用 は 勧 告 さ れ な い 」

や 、 ア ル コ ー ル ベ ー ス の 擦 式 消 毒 剤 は 皮 膚 の

バ リ ア 機 能 に 影 響 し な い こ と 9）、 洗 浄 剤 を 使

用 し た 手 洗 い は 擦 式 ア ル コ ー ル 製 剤 を 用 い た

手 指 衛 生 に 比 べ 皮 膚 へ の 刺 激 が 強 い と さ れ て

い る 1 0）こ と を 包 含 し て い る 。2 つ の ガ イ ド ラ

イ ン に よ る 擦 式 ア ル コ ー ル 製 剤 の 推 奨 か ら 徹

底 へ の 流 れ を う け た 結 果 、 擦 式 ア ル コ ー ル 製

剤 に よ る 手 指 衛 生 が 浸 透 し 、 問 題 と な る 手 荒

れ が 減 少 し て い る こ と が 推 測 で き た 。 こ れ ら

よ り 、CDC ガ イ ド ラ イ ン 4）か ら は じ ま っ た 手

指 衛 生 の 推 奨 の 変 更 を 受 け た 形 で 研 究 テ ー マ

が 変 遷 し て い る こ と が 明 ら か と な っ た 。  

  

2 抽 出 さ れ た 語 の テ キ ス ト マ イ ニ ン グ 結 果  

抽 出 語 が 第 1 期 の 7 ,268 語 か ら 第 2 期 で

2 ,099 語 へ 5 ,000 語 あ ま り 減 少 し て い た 。こ れ

は 、CDC ガ イ ド ラ イ ン 4）で 用 語 が 定 義 さ れ た

こ と に よ り 、 研 究 で 使 用 さ れ る 用 語 も 絞 り 込

ま れ た た め と 考 え た 。 し か し 、 表 2 に 示 す 頻

出 語 の 上 位 10 語 を み る と 、順 位 の 変 動 は あ る

も の の 7 語 が 重 複 し て い た 。 そ の た め 頻 出 語

か ら は 第 1 期 と 第 2 期 で 大 き な 変 化 が あ る と

は 考 え に く か っ た 。ま た 、第 2 期 で は WHO ガ

イ ド ラ イ ン 1）の 核 と さ れ て い る ① 組 織 変 革 ②

ト レ ー ニ ン グ と 教 育 ③ 評 価 と フ ィ ー ド バ ッ ク

④ 作 業 現 場 と リ マ イ ン ダ ー ⑤ 組 織 患 者 安 全 風

土 の 改 善 5 つ の 戦 略 に 関 連 し た 用 語 が 上 位 に

な く 、CDC ガ イ ド ラ イ ン 4）か ら WHO ガ イ ド

ラ イ ン 1）へ の 変 化 を 反 映 し た 研 究 が 行 わ れ て

６  
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い る と は 考 え に く か っ た 。 し か し 、 表 3 に 示

す 各 期 の 頻 出 第 1 位 の 関 連 語 を 見 る と 、「 手

洗 い 」 は 第 1 期 で は 実 態 調 査 を 中 心 に し て 研

究 が 行 わ れ た と 推 察 さ れ る 関 連 語 が 多 か っ た 。

し か し 、第 2 期 で は 手 洗 い の 質 の 評 価 や 方 法 、

教 育 に 関 連 し た 研 究 が 行 わ れ た と 推 察 さ れ る

関 連 語 が 抽 出 さ れ た 。 こ れ は 、 第 1 期 で の 実

態 調 査 を 受 け て 、 手 洗 い の 質 改 善 を 目 指 し た

動 き を 反 映 し た と 推 察 し た 。加 え て 、WHO ガ

イ ド ラ イ ン 1）の 戦 略 ② ト レ ー ニ ン グ と 教 育 ③

評 価 と フ ィ ー ド バ ッ ク の 部 分 が 論 文 に 見 ら れ

る よ う に な っ た た め と 考 え た 。 我 々 は 調 査 開

始 時 に 、 WHO ガ イ ド ラ イ ン 1） の 5 つ の 戦 略

は お ざ な り に な っ て い る と 考 え て い た 。 し か

し 、 抽 出 さ れ た 語 か ら は 戦 略 を 踏 ま え な が ら

研 究 が 行 わ れ て い る こ と が 推 察 で き た 。ま た 、

戦 略 ② と ③ に つ い て は 、 取 り 組 み や す く ア ウ

ト カ ム を 示 し や す い こ と が 他 の 戦 略 と 比 べ る

と 考 え た 。そ の た め 、WHO ガ イ ド ラ イ ン の 戦

略 を 踏 ま え て は い る が 、 戦 略 を 一 連 の 流 れ の

中 で 行 っ て い る か は 推 測 で き な か っ た 。「 看 護 」

に つ い て は 第 1 期 、 第 2 期 と も 看 護 の 基 礎 技

術 で あ っ た り 基 本 で あ っ た り と す る 表 現 を う

か が わ せ る 語 と 関 連 し て い た 。「 手 指 衛 生 」「 手

指 消 毒 」「 手 洗 い 」「 手 指 洗 浄 」「 手 袋 」「 手 荒

れ 」「 ハ ン ド ケ ア 」と い う 検 索 ワ ー ド に 代 表 さ

れ る 手 指 衛 生 方 法 が 、 看 護 の 基 礎 技 術 と し て

認 識 さ れ て い る こ と が 推 察 で き た 。 こ れ は 、

両 ガ イ ド ラ イ ン は も と よ り 、 各 種 テ キ ス ト に

お い て も 1 1 . 1 2） 手 指 衛 生 が 感 染 拡 大 を 防 ぐ 主

要 か つ 簡 便 な 方 法 で あ り 、 医 療 者 の 基 本 に し

て 最 も 大 事 に し な け れ ば な ら な い 技 術 と さ れ

て い る た め と 考 え ら れ た 。  

 

Ⅴ 結論 

今 回 、 手 指 衛 生 研 究 に お け る CDC と WHO

ガ イ ド ラ イ ン 1、 4） の 影 響 の 検 証 を 行 っ た 。 2

期 に 区 分 し た 研 究 内 容 を 見 る と 、 両 ガ イ ド ラ

イ ン の 影 響 に よ り「 手 洗 い 」か ら「 手 指 衛 生 」

へ 研 究 の 主 題 が 変 遷 し た こ と が 明 ら か と な っ

た 。ま た 、「 手 指 衛 生 」が 看 護 の 基 礎 技 術 と し

て 位 置 づ け ら れ て い た 。 そ し て 、 そ の 質 評 価

や 手 技 の 浸 透 が 推 測 で き た 。 そ の た め 、 今 後

も WHO ガ イ ド ラ イ ン 1 )の 戦 略 を 取 り 込 み な

が ら 研 究 が 行 わ れ て い く と 考 え た 。 そ し て 、

今 後 は 5 つ の 戦 略 を 一 体 と し て 行 い 、WHO ガ

イ ド ラ イ ン の 評 価 を 含 む 研 究 を 行 う 必 要 が あ

る と 考 え た 。  

 

Ⅵ 研究の限界 

本 研 究 は 日 本 語 論 文 を 対 象 と し て お り 、 英

語 を 含 め た 他 の 言 語 で 行 わ れ た 研 究 と は 結 果

が 異 な る 可 能 性 が あ る 。 そ の た め 、 世 界 的 潮

流 を 反 映 し て い る と は 言 え な い 。  

分 析 に 用 い た テ キ ス ト マ イ ニ ン グ の 手 法 は 、

抽 出 さ れ た 語 す べ て を 変 数 と す る 。そ の た め 、

対 象 と し た 論 文 全 体 の 傾 向 を つ か む こ と に 適

し て い る と 考 え 使 用 し た 。 同 様 の 分 析 方 法 で

主 な も の に 、 ク ラ ス タ ー 分 析 と 主 成 分 分 析 が

あ る 。 ク ラ ス タ ー 分 析 は 仲 間 分 け し や す い も

の の 、 ク ラ ス タ ー に 分 類 さ れ た 仲 間 の 特 徴 は

つ か み に く い 点 が あ る 。 主 成 分 分 析 は 対 象 が

正 規 分 布 し て い る こ と を 前 提 と し て い る 。 そ

の た め 、 今 回 は テ キ ス ト マ イ ニ ン グ の 手 法 に

お い て 頻 出 語 と 共 起 関 係 を 探 る こ と で 特 徴 を

掴 む こ と を 選 択 し た 。 た だ し 、 共 起 関 係 の 抽

出 に つ い て は 、 全 体 の 文 章 中 で の 出 現 頻 度 が

多 い 場 合 で も 、 共 起 が あ る 文 章 中 で の 出 現 頻

度 が 少 な い 語 は 抽 出 さ れ な い 。 そ の た め 、 全

体 の 頻 出 語 と は 異 な る 特 徴 を 捉 え て い る 可 能

性 が あ る 。  

ま た 、 北 島 ら 1 3） は 臨 床 看 護 師 の 研 究 発 表

は 多 い も の の 論 文 化 す る こ と は 少 な い こ と を

指 摘 し て お り 、 本 研 究 で 論 文 を 対 象 と し た こ

と は 臨 床 現 場 で の 活 動 を 正 し く 反 映 し て い な

い 可 能 性 が あ る 。 今 後 は 対 象 言 語 を 広 げ る こ

と や 、 学 会 発 表 抄 録 な ど を 対 象 と す る こ と で

よ り 詳 細 な 分 析 が 可 能 に な る と 考 え る 。  
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Abstract The purpose of this study was to clarify the current state of hand hygiene research in Japan. We explored 
published research papers on hygiene available in the Japan Medical Abstracts Society (JAMAS) online database. We 

are investigating the influence of guidelines stipulated by the Centers for Disease Control and Prevention (CDC), the 

World Health Organization (WHO) on hand hygiene research. We used JAMAS Ichushi-Web as the search engine to 

search for papers along with the following seven terms: “hand hygiene,” “hand disinfection,” “hand washing,” “hand 

cleaning,” “gloves,” “rough hands,” and “hand care.” Stage 1 of the database search was from 2003 to 2009 after the 

issuance of the CDC Guidelines. Stage 2 was from 2010 to 2016 after the issuance of the WHO Guidelines. We also 

searched for titles of original papers in the field of nursing and conducted text mining using “KH coder,” a free software. 

Results showed fewer papers found in Stage 2 than in Stage 1. However, the number of papers related to “hand hygiene,” 

“hand cleaning,” and “gloves” was higher in Stage 2 than in Stage 1. Whereas, the number of papers related to “hand 
disinfection,” “hand washing,” “rough hands,” and “hand care” was lower in Stage 2 than in Stage 1. Among the ten 

most frequent terms in each stage, “hand washing,” “survey,” “nurses,” “nursing,” “infection,” “disinfection,” and 

“hands” overlapped. Terms associated with the most frequent terms in each stage were also investigated. The most 

frequent term in Stage 1 was “hand washing”. “Hand washing” was linked to a fact-finding survey in Stage 1 and to 

the terms associated with the evaluation, methods, and teaching of hand washing in Stage 2. The most frequent term in 

Stage 2 was “nursing”. “Nursing” was related to basic nursing skills and terms that described the basics of nursing in 
both stages. This study investigated the influence of CDC and WHO guidelines on hand hygiene. The results revealed 

a transition in research themes from “hand washing” to “hand hygiene.” Furthermore, “hand hygiene” is considered a 

basic nursing skill. We can perform further research, with strategies from the WHO guidelines incorporated in it. 

 

Key words: Hand hygiene, CDC guidelines, WHO guidelines, Text mining, KH coder 
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